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埋蔵文化財調査研究センターでは､1989年11月16日から18日にかけて､｢岡山大学キャン
パス発掘成果展｣と題して展示会を開催しました｡それと関連して､18日の午後には記念講
演会､25日の午後には野外考古学体験教室もそれぞれ開くことができました｡今回のセン
ター報では､展示会とその一連の行事を中心に説明したいと思います0
会場は､岡山大学学生会館2階の音楽鑑賞室を展示室､北集会室をビデオ上映室として使
用しました｡開場時間は9:00-16:30で､上映したビデオは ｢縄文 ･弥生の食生活｣†｢弥生
土器を作る｣､｢埋文センターの仕事｣の3本です｡これまでに構内の調査で得られた成果を
紹介する成果展と､縄文 ･弥生時代の食文化をキャンパスの出土品中心に説明する企画展の
2コーナーに分けて､展示を行ないました｡
◆◆◆成果展◆◆◆
埋文センターの仕事と今までの調査の概要を解
説するコーナーです｡
センターの仕事については､発掘調査の経過お
よび､発掘 ･整理の具体的内容などを説明しまし
た｡
調査の概要については､出土品を津島
地区と鹿田地区に分けて､時期ごとに展
示 しました｡主な展示品は､津島地区かじせん
ら耳栓 (耳飾 り､縄文時代後期)､指輪
ひとがた まL'な ふだ
(同晩期)､人形 (呪 い札､平安時代前
辛)､鹿田地区から小児用土器棺 とその
中の乳歯 (弥生時代後期)､櫛 (8･9世 右上 櫛いくしまじな ふだ しやくし
紀)､斎串(呪 い札､同)､杓子(中世)な 左 杓子 右下 斎串
どです｡展宗遺物数は約40点でした｡
◆◆◆企画展(縄文 ･弥生の食生活)◆◆◆
津島地区では､各調査地点で弥生時代の水田および､縄文時
代の ドングリ等の貯蔵穴が確認され､また鹿田地区では､弥生
時代の集落の跡から､多数の日常土器､製塩土器､農耕具､漁
具が出土しました｡そこで､食文化にテーマをしぼって展示す
ることにしたわけです｡
貯蔵穴は､縄文時代後期～晩期のものが､今までに計30基見
つかっています｡そのなかの 1つ､自然科学研究科棟の1号貯
蔵穴には､ ドングリの実の入った完形の深鉢形土器が残されて
いました｡ ドングリの貯蔵形態がわかる稀少な例だったので､
実物大の模型を作って展示することにしました｡
土 器 棺
漁具と漁網の復元
弥生時代水田は､津島地区の各地点で検出されており､農耕具は､打製石庖丁(穂摘みペ
穫具)や､木製の鋤先などが､鹿田地区で出土しています｡
漁具は､網漁用の土錘や石錘などが出土 しているので､漁網を作って､装着状況を復元し
て展示 しました｡また､鹿田地区外来診療棟では､製塩土器の破片が多量につまった土壌
(穴)がみつかっています｡当時は､海水を煮つめて塩を作っていたので､漁具が多いことと
合わせて､鹿田は海辺に近い集落だったと考えられます｡
◆◆◆講演会(縄文時代と弥生時代の暮らし)◆◆◆
11月18日午後2時より約 1時間､岡山大学文学部教授､近藤義郎先生に ｢縄文時代と弥生
時代の暮らし一主に食料生産-｣と題 して講演 していただきました｡会場は､学生会館 2階
大会議室で､岩宿時代 (-先土器時代)から古墳時代のはじめに及ぶ､壮大なお話でした｡以
下､その概要を簡単に述べたいと思います｡
岩宿時代と縄文時代は､ともに狩猟 ･採集の生活でしたが､その内容は大きく違います｡
1つは､弓矢の使用です｡槍だけの時に比べて､狩猟の
効率があがりました｡また､釣針や網を使った漁業も発
達しました｡さらに重要なのは､土器の発明です｡煮沸
によって､ドングリなどのアク抜きも簡単になり､わず
かながら生活が安定しました｡そうした縄文人は､安定
した食料の獲得を願って､祭りを盛んに行ないました｡
縄文土器の文様が美しく変化に富んでいるのはそのため
です｡ 講 演 会
やがて､朝鮮半島南部から米づくりが伝わり､弥生時代へと変わります｡米が主食となり､
狩猟 ･採集は次第に副次的となりました｡米づくりは､初期の段階から､原始的 ･租放的な
ものではなく､未熟ながらも本格的 ･集約的農耕でした｡完成された各種の木製農具のセッ
ト､小区画水田などがそれを示しています｡また､遺跡から出土する種子などから､畑作も
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時に伝わったと考えられます｡
弥生人は､米づくりによって､恒常的で累積的な余剰一毎年一定の収穫があり､その余り
がつぎの生産拡大に､そしてそれがさらに余剰を増やしていく状態-を手に入れました｡耕
地が拡大し､人口が増大､耕地や水利をめぐる集団間 ･地域間の争いが起こり､また､交易
(塩､青銅器､鉄器)も盛んになりました｡その結果､地域間の結びつきが強まり､それが栄
展して古墳時代-とつながっていくわけです｡
以上が､近藤先生の講演の概略です｡質疑応答も活発で､参加者も100名近く､大変盛り
上がった講演会でした｡
上 火起こし
中 料理のもりつけ
下 試食会
◆◆◆野外考古学体験教室◆◆◆
11月25日午後1時から､埋文センターの敷地内で､約3時間
半かけて調理､試食を行ないました｡参加者(24名)は､縄文班
(ドングリクッキー､あさり汁)､弥生班(炊飯､魚の串焼き)､
製塩班の3班に分かれて作業を行ない､見学者(約50名)には､.
火起こしに挑戟してもらいました｡幅広い年齢層の人が参加し
て､試食会でも､｢おいしかった｡｣｢いい体験になった｡｣など
の意見が出て､好評のうちに終わりました｡
<まとめ>
展示会の入場者は､3日間で282名でした｡また､半分以上
の方からアンケートに回答をいただき､期間が短い､会場が狭
い､説明が少ない､など次回以降の参考となる意見を､多く得
ることができました｡印象に残ったものとしては､貯蔵穴の模
型､乳歯､製塩土器などが挙がっていました｡初めての試みで､
不安が多かったのですが､なんとか無事全うすることができま
した｡次回以降もさらに内容の充実をめざして頑張りたいと思
います｡
◇◇◇◇◇8坦 ⑯ E3塩 田E∃鈴 ㊨ ◇◇◇◇◇
工学部生物応用工学科棟予定地
工学部土木工学科棟東隣で行なわれた発掘調査
で､弥生時代から近世の各水田層と､縄文時代の
ドングリ等の貯蔵穴が確認されました｡また､水
田に伴うと推測される溝も各層で見つかっており､
なかには条里と関連すると思われるものもありま
す｡
弥生時代後期～古墳時代前期の水田
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古代の水田と大溝
水田層は､各層で確認されましたが､はっさ
とした畦畔が検出されたのは､古代層と弥生時
後期-古墳時代前期の層だけです｡調査区の北半
分にしか残存 していなかったので､詳 しい水田区
画はわかりませんが､古代は東西 ･南北方向に並
んだ方形､弥生時代後期～古墳時代前期は､地形
に沿って等高線状に並んだ不定形の区画をしていました｡水
l 田以外にも､中世層では畝状の遺構が検出されました｡
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条里に関連すると推定される､古代(平安時代前半)の溝は
幅12mをこえ､水利施設と考えられる杭列も出土 しました｡
旭川西岸の条里施行年代を考えるうえで貴重な資料です｡古
墳時代の末頃の層で見つかった､東西 ･南北方向の直線的な
溝も､条里前の大規模な地割を予想させ､重要です｡東西方
向の溝のつづきは､西隣の情報工学科棟の調査でも確認され
ています｡弥生時代の層で
は､地形の傾斜に合わせた
溝が数本検出されました｡
貯蔵穴は､縄文時代後期
縄文時代の貯蔵穴群 ～晩期のものです｡他地点
と同様に､谷状に凹んだ､小川あるいは湿地の斜面に掘 り
込まれていました｡そのうちの1つには､編物状の遺物が
残っており､底に敷いてあったと思われます｡発泡ウレタ
ンを貯蔵穴の周囲に吹きつけて､完全に密封 して取 り上げ
ました｡
以上のように､生物応用工学科棟の調査によって､大学
構内の歴史をより深く､理解するための材料が1つ増えたと
いえるでしょう｡
貯蔵穴の中の編物状遺物
レタンで密封
